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レイキ健康法｡ストレスの軽減とリラクゼーションの促進を目的としたもの｡医師などの有資格の専門家による身体･精神への治療を代替するものではありません｡
まえがき

｢あなたには無限の可能性がある｣
｢あなたは愛と光に溢れた存在で､多くの人から愛される魅力がある｣
｢あなたの人生には何一つ無駄なことはなかった｡そして今後も無駄なことは一切起こらない｡安心して自分の道を進みなさい｣
◆ 目次　◆
第1章　なぜこんなに､｢レイキ｣が世界中で評判になっているのか？

文化輸出の代表格｢レイキ｣
・世界中では121カ国以上､実践者推定500万人とも

・ポピュラーな(人気の)高いヒーリング(癒し)､自己成長まで

・欧米先進諸国では著名な病院でもハンド･ヒーリングの手法として､医療の分野でも広く取り入れられている｡
｢レイキ｣とは？
・臼井甕男先生が鞍馬山で21日間の断食瞑想修行の上､感得された｡戦前に一世を風靡｡ハワイ⇒アメリカ⇒世界へ⇒20年ほど前に日本に里帰りしてきた｡海外で広がり始めてからまだ30年弱｡
・世界中で段機関に急速に普及したわけ

①誰でも簡単に身に付けられる｡(才能や資質に左右されない)
②効果が実感でき､人生を大きく変える宇宙エネルギーの活用方法である｡
③継続が簡単であり､誰でも手軽に続けられる｡
④研究･実践を重ねれば重ねるほど､それに応えてくれる奥深さを合わせ持っている。
・靈氣の｢靈｣とは神､神々しく尊いもの､神聖なもの､すぐれてよいもの､いつくしみ｡
｢氣｣とはエネルギー

｢靈氣｣とは､宇宙エネルギーのなかでもとても神々しい最高次元のエネルギー｡
宇宙の根源をなす光のエネルギーと言ってもよい｡
・レイキのエネルギーは出会う人の肉体だけでなく魂にまで影響を与え､深い癒しを起こしていく｡
・あなたはよりエネルギーに繊細になり､目に見える世界を超えた世界も垣間見ることができるだろう｡
レイキの封印が解かれた瞬間

・人生とは何か？⇒
｢人生の究極は､安心立命を得ることだ｣という第一の悟り

・大正11(1922年)4月､京都の鞍馬山にて21日の断食瞑想修行の満願の日の真夜中頃､突然､落雷を受けたような強烈な衝撃で失神⇒心身共に爽快な目覚め⇒

・宇宙の靈氣と体内の靈氣が相互に交流し､大宇宙と人体は全く同一､｢宇宙即我｣｢我即宇宙｣の悟りを得られた｡
霊気が一氣に拡がった時代背景

・大正11年4月､臼井靈氣療法学会設立
・大正12年9月1日関東大震災にて効果

・霊授とアチューンメント(エネルギー伝授)
・大正14年2月､中野の道場に移転
｢手当療法の中興の祖｣とも仰がれた｡
・大正15年1月16日､全国各地より20名を選別(うち19名参加)､霊授法を授け､師範の資格を与えて各支部の霊授を任せた｡
・大正15年3月9日､旅先にて霊授中に脳溢血で倒れ､｢後継者の備えあれば憂いなし｣との一言を残して死去｡
臼井先生の与えられた大きな影響

・｢手のひら療治｣の江口俊博､三井甲之
・一燈園の鈴木五郎

・林忠次郎､松居松翁

・富田流の富田魁二
・『手当療法』足助次郎

・一説には生氣術の石井常造陸軍少将

・生長の家

・西式健康法の西勝造

※表立った会員募集はされておらず､一般の入会は極めて難しかった｡
海外に渡ったレイキ

・1935年高田ハワヨが林忠次郎により奇跡的病気治癒

・1937年レイキをハワイに持ち込み､治療に専念

・1970年代後半以降で22名の指導者(レイキ・ティーチャーを養成)
僅か25年で欧米を席巻した東洋の神秘とテクニック

・欧米ではボディー・ワーカーの必須科目とまで言われることもある

レイキの4つのディグリー(段階)とその特徴

①ファースト・ディグリー(肉体のヒーリング)
フルセッションが約１時間
②セカンド・ディグリー(心・感情のヒーリング／遠隔ヒーリング／パワーアップ)
・通常のハンド･ヒーリング(手当て､手かざし)とは違い､レイキはシンボルを使うことにより､肉体だけではなく､感情･精神･魂レベルにまで働きかけることができる｡
これが究極のハンド･ヒーリングと呼ばれる所以である｡
以降､フルセッションが約30分
・第１のシンボル＝パワーアップ・シンボル
何かを行う時､このシンボルを一定の法則で使うだけで､ポジティブなエネルギーを高めることができる｡制限なし｡エネルギー浄化にも活用可｡
・第２のシンボル＝ハーモニーのシンボル
心を平安に導く｡バランス調整｡穏やかなエネルギー｡
あなたの潜在意識と直結するシンボル｡このシンボルのアチューンメントの中で抑圧していた感情が解放されることもある｡
・人間の本質とも関わるエネルギー｡あなた本来の性質に戻るきっかけをもたらす｡
・第３のシンボル＝遠隔ヒーリングのシンボル

・時間・空間を超えてエネルギーを送ることができる｡
・過去や未来にもエネルギーを送れる｡
従ってカルマの解消や未来の願望達成にも効力を発揮する｡
③サード・ディグリー(ハイアーセルフ・超意識との出会い)
[image: image1.png]2w



・エネルギーの質が全く変わってしまう｡
・高次元のエネルギー(超意識･キリスト意識･ハイヤー･セルフ)と繋がることを学ぶ｡
・精神的成長を加速し､直観なども磨かれる｡
・日常をこのシンボル(マスター･シンボル､臼井マスター･シンボル)と共に過ごすことにより､常にあなたの人生は高次元のエネルギーに導かれる｡
・大光明(マントラは｢ダイコウミョウ｣―三度
・読んで字の如し､大いなる光のシンボルで､他のシンボルのエネルギーはここから発生してくる｡
・レイキと共にマスター･シンボルを用いることにより､肉体とハイヤー･セルフの間にしっかりとしたチャンネルを開くことができる｡
④ティーチャーズ・ディグリー
・一定の要件を満たした方にのみ指導してもらえる｡
レイキの10大特徴―他のテクニックの追随を許さないその魅力

①トレーニングや修業・訓練が不要｡
誰でもアチューンメントを受ければ｢レイキ｣のエネルギーを受けて､自分にも相手にも流すことができる｡
②修業･訓練を怠っても永久にパワーが失われない｡極端に力が落ちない｡
③ヒーリングに強力な注意集中が不要
④気を入れたり抜いたりする必要がない｡エネルギーを流せば流すほど､エネルギーに溢れてくる｡
⑤相手の邪気(マイナス･エネルギー)を受けにくい｡
⑥時間･空間を超えた遠隔ヒーリングが身に付く(セカンド･ディグリー以上)｡
⑦他のテクニックと無理なく併用できる｡(気功､瞑想､ヒーリング､健康法､能力開発)
⑧レイキを信じようが信じまいが､必要に応じてエネルギーが流れる｡(信仰不要､宗教と関係なし)
⑨レイキはあなたの素晴らしい本質を向上させる｡
⑩効果例､実践例が具体的かつ豊富
レイキとの衝撃的な出会い

レイキの初体験-常識を超えた完成度の高いテクニック
・アチューンメントのみ受ける｡
・リン・ペレツ氏(オーストラリア人のティーチャー)
・同じ体験をした友人はクライアントに今までと全然違う｡何かあったのか？と聞かれたという｡
自己ヒーリングも可能なレイキ

継続は力なり｡継続が簡単｡落ちこぼれなしの秘密

健康回復に福音-通院不要のテクニック

本物の条件を満たすレイキ

手当てを超えてボディーに効く､マインドに効く､ハートに効く。
第2章　ハンド･パワーは宇宙からの贈り物
聖者のハンド・パワー伝説
｢手－その奇蹟｣
手当ては宇宙からの贈り物
レイキの基本12ポジションとその効果
西式健康法の｢合掌四十分行｣
｢合掌｣の意義
求められている触れ合い
｢子供時代の触れ合い｣が人生シナリオを創る
どんな親も｢魔法の癒しの手｣を持っている
高齢者は触れ合いを何より求めている

第3章　レイキの回路を開く　－　実践編
ファースト・ディグリー
レイキのアチューンメントとは何か？
セッション(施術)を行う前に(準備)
セッション中の心得
セッションの補足・応用
基本12ポジションと心理的､精神的効用について
エクストラ・ポジションについて
目を見張る｢レイキ・マラソン｣の効果
レイキ・マラソンによる氣付き
レイキ・サークル
｢好転反応｣について
レイキの日常生活への応用
｢レイキ・プラクティショナー｣の誕生
セカンド･ディグリー
シンボルの意味は？
遠隔ヒーリングのテクニック
サード･ディグリー
ティーチャーズ・ディグリー

第4章　レイキから学んだスピリチュアル・サプリ
　 無限の可能性を開くきっかけを与えるレイキ
見えぬけれどもあるんだよ
目に見えるもの・目に見えないもの
花・枝・幹・根
ひびわれた水瓶
OKでなくても・・・それでOK！
意識を変えると人生が変わる
何て明るい未来が開けてくるのだろうか
私の奇跡的回復　-　メッセージを受け取った結果､3日でアトピーが消えた
問題は生き方を問い直すチャンス
招福の秘法・萬病の霊薬
あとがき
[実際にレイキやハンド･ヒーリングを学びたい方へ]
あなたの手に隠された超エネルギーの活用
国家資格
柔道整復師 、はり師 、きゆう師 

福祉用具専門相談員 
日本においては元々按摩が用いられてきた。
明治時代、軍医である橋本乗晃がフランスのマッサージを視察し、研究した。
その後、日本にマッサージを医療法の一つとして導入された。

現在、運動前後に筋肉を解す為にマッサージをすることも多い。

現在の「あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師等に関する法律」において、あん摩マッサージ指圧師免許もしくは医師免許（共に国家資格）がなければ日本においてマッサージを業として行うことはできない、とされている。

関連法規
日本では、あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師等に関する法律（昭和22年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/12%E6%9C%8820%E6%97%A5" \o "12月20日" 12月20日公布）において、あん摩マッサージ指圧師免許もしくは医師免許（共に国家資格）がなければマッサージを業として行う事が出来ない。しかし、マッサージの手技定義が法的に明文化されておらず、また患者に害のある行為だと立証されない限り「職業選択の自由」の観点から法的に禁止出来ないとの最高裁判断もあり、整体などと同様に野放しなのが実情である。この案件に対しては度々、国会でも法改正の質疑応答や議論はされている。

尚、法的には、従来通りマッサージと表記して無資格者がマッサージを行うのは違法であり、厚生労働省通達でも保健所への取り締まり強化を指示している。これは、正規国家資格保持者と無資格者を混同せぬよう、また施術行為を広告で明示する事で世間の混乱を抑える役目が期待されている。

無資格者と名称問題では無資格及びマッサージの名称で宣伝広告して業務することは犯罪行為であり法律違反である。近年、厚生労働省は無資格者のマッサージ行為については取り締まり強化してきている。

施術免許無資格者問題 
名称の如何に関わらずマッサージを業とできる者は、医師以外では「あん摩マッサージ指圧師」の有資格者のみである。

第一条　医師以外の者で、あん摩、マッサージ若しくは指圧、はり又はきゅうを業としようとする者は、それぞれ、あん摩マッサージ指圧師免許、はり師免許又はきゅう師免許(以下免許という。)を受けなければならない。
第十二条 　何人も、第一条に掲げるものを除く外、医業類似行為を業としてはならない。ただし、柔道整復を業とする場合については、柔道整復師法 （昭和四十五年法律第十九号）の定めるところによる。

— あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゆう師等に関する法律
しかし、あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゆう師等に関する法律には、「あん摩」や「マッサージ」の行為・方法の定義がされていない為、職業選択の自由もあり「整体」や「カイロプラクティック」「足のツボ療法（リフレクソロジーを含む）」｢リラクゼーション｣などの看板を掲げ、無資格でマッサージ類似行為をする者が後を絶たず、また、柔道整復師による保険を利用した激安マッサージも問題になっている。

「無資格マッサージ士問題」も参照

施術名称問題 
上記で注意が必要なのは、厚生労働省通達によると施術行為自体で違法とはならずとも、あん摩・マッサージ・指圧を標榜して類似行為を行えば「あん摩マツサージ指圧師、はり師、きゆう師等に関する法律」の違反となる見解を示している。

第七条　あん摩業、マッサージ業、指圧業、はり業若しくはきゆう業又はこれらの施術所に関しては、何人も、いかなる方法によるを問わず、左に掲げる事項以外の事項について、広告をしてはならない。

　一　施術者である旨並びに施術者の氏名及び住所

　二　第一条に規定する業務の種類

　三　施術所の名称、電話番号及び所在の場所を表示する事項

　四　施術日又は施術時間

　五　その他厚生労働大臣が指定する事項

②　前項第一号乃至第三号に掲げる事項について広告をする場合にも、その内容は施術者の技能、施術方法又は経歴に関する事項にわたってはならない。

— あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゆう師等に関する法律
柔道整復師、理学療法士及び助産師が行うマッサージに関しては「手技療法」を参照。

各種マッサージ 

クイックマッサージ - 短時間を売り物にするマッサージ。10分、15分等の施術時間が主流である。

スポーツマッサージ - スポーツ選手または、スポーツ愛好家に対するマッサージ。ただし、独自のマッサージ方法がある訳ではない。

エステマッサージ - 主にエステティックに伴うマッサージ。エステティック店に勤務するあん摩マッサージ指圧師が施術する。

フェイスマッサージ - これも主にエステティック店で行われるマッサージ。エステマッサージのサービスコースの1つにあげられる。

アロママッサージ - これも主にエステティック店で行われるマッサージ。アロマセラピーを併用したマッサージである。エステマッサージのサービスコースの1つにあげられる。

乳房マッサージ - 医師又は助産師が妊婦又はじょく婦に対して行うものである。助産師は保健指導の範囲でのみ行なえる。

足ツボマッサージ（リフレクソロジー：足裏反射療法） - 足裏のツボ（もしくは身体各部位の反射区）を刺激するマッサージ。

関連項目 [編集]

マッサージに関連するもの

手技療法
あん摩マッサージ指圧師（あん摩・マッサージ・指圧）

マッサージチェア
医療の法制上、関連するもの

医師
理学療法士
柔道整復師、 柔道整復術
あん摩マッサージ指圧師免許の法制上、問題が提起されているもの

リフレクソロジー、ロミロミ、性感マッサージ
整体、カイロプラクティック、オステオパシー
『奇蹟のハンド･ヒーリング』　

三浦一郎(大莧)著　たま出版　S45.10月､ H7.11.10日新版 詳細
1)最も原始的でもっとも効果ある治療法
・人が患部に手をあてて病気をいやすという現象は、人類の発生とともに存在したもの。世界人類共通。本能的に手がいく。これを意識的に体系づけて自己治療とともに他人治療として組み立てたのが、ここにいう「手あて療法」
・Ｓ4年11月『霊医学基本教科書』

・Ｓ9年８月『かむながら医学』第一巻～Ｓ10年６月第三巻－“かむながら療法”
2)治療家としての半生
①小学生（10歳～）当時から｢手あて治療｣
②催眠術を行う―金田万次郎氏の講演⇒治療に催眠術を応用。手をつけるだけで病気は治るという堅い自信

③16歳の時大患をわずらう

・慢性腹膜炎で生まれて初めて医者にかかり、３週間薬を飲んだがいっこうによくならなかった。⇒悪化⇒医者が手術をして水を取るというも拒否。断固として自力で治すことを決意。

・父の感化で12歳より岡田式静坐法を毎日実行

・後に河合式強健法

・肥田春充の強圧微動術

・石塚左玄の玄米療法

・叔父の感化で日蓮宗－法華経８巻28品、禅の語録

・食欲が出るまで断食を決意⇒70幾日目かにおもゆと梅干

・西村大観の心源術独修中に回復の第一歩となる兆候－臍よりバケツに一杯位の膿で爽快感。臍の穴が完全に塞がったのは約３年後。その後も３回再発をくり返したが、以前よりひどくならず、自然良能に任せきって治った。

④心霊医術の遍暦時代

・西村大観（西行寺の三大弟子の一人で祈祷僧として有名）の心源術

⑤朝鮮での難病者救済
3)手の神秘
①｢手｣とはなんぞや

・カント、シュペングラー、アリストテレス、アナクサゴラス、マイスネル、カルマ、ベル、ダーウィンなどが｢手｣についてどう考えていたか。

・カント―“手は外に表れたる脳髄である”

・脳で意識され、意志されたことを手がこれを行う。手を通じてはじめてすべてのことが現実となる。

・シュペングラー―“人が人になったのは手の成立による”

・アリストテレス―“人は最も賢きものなるがゆえに手を有す、手は道具なり”

・アナクサゴラス―“人の万物に霊長たるは、その手の優れたるが故なり”

・人間は道具をつくり、また道具をよく使いこなすという点において他の動物と区別され、賢きものとされた。

・ベル（イギリスの手相学者）－“手は心の直接器官”

・カルマ―“人は宇宙の縮図にして、手は人の縮図なり”

・盲人や唖者にとっての手

・人類のすべての文化は「手」を通じて創造されたもの。「手」こそ文化の母と称すべきであろう。大脳で考えられたことをすべて設計士建築し具体化したものは「手」にほかならない。
②｢手｣は神と人とをつなぐ｢架け橋｣(アンテナ)

・霊界の事象を現界に具体的に実現するためには神も人の「手」を利用せざるを得なかったのであろう。

・お筆先や自動書記現象も人の「手」を通じて、行われている。
・神に対するにも合掌し、拍手し、手で印を結びなどして、すべて、「手」を通じて行われている。

・「手」は現実界と霊界、または神と人とを媒介とする「アンテナ（媒介物）」の役割をしている。
・現界と霊界、または神と人という、すなわち、次元がちがい、」波長のちがう両者を結ぶためには、霊でも物質でもない、しかも霊化も物質化も可能な中間的なもの、すなわち、半物質的なものを必要とするはずである。手掌には必ずそういうものが本来秘められ備わっていることを私は「手あて療法」その他の体験を通じて年来確信しているものである。

・リッヒ（手学の大家米人）－“文化といわれるもので、人間の手の所産でないものはない”

③ バイブルに現れた｢手｣の記録

・旧約聖書箴言書第３章16節“その右の手には長寿あり、その左の手には富と権威とあり”

・キロ（イギリスの手相学者､マタ･ハリの運命＝死ぬ年月を言い当てた）“左は持って生まれた手、右は人の作った手”

・旧約聖書ヨブ記第37章７節“神は人の手に印象を置き給えり、そはこれにより、すべての人々にその職分を知らしめんが為なり”

“かく彼一切の人の手にしるしをおきたまふ。是すべての人にその御工事（わざ）をしらしめんためなり”

すべての人間はひとしく神の経綸（※しくみ）に参画するために、神から「手」にしるしを与えられている。

・神から流れてくるバイブレーションを受け止める受信装置（手）と、また同じく発信装置（拍手、合掌）としての「手」を与えられていることを教えている。その証拠を知るためには「手あて療法」を実行してみることが最も近道である。

・新約聖書黙示録第14章18節“そのしるしを額あるいは手に受ける”

・新約聖書ルカ伝第４章40節“日のいる時さまざまの病を患ふ者をもつ人、みな之をイエスに連れ来れば、一々その上に手を置て医（いや）し給ふ”

・マタイ伝第９章29節“ここにイエスかれらの目に触りて言いたまう「なんじの信仰の如く、汝らに成れ」即ち彼らの目あきたり”（「手あて」に言霊法と暗示法）

④ 仏教関係の｢手｣について
・「手」について深い考察をしたのはインド民族が初
・「ハストリカ」と呼ばれる一種の手相学

・人の手筋と運命についての研究（キロの研究による）

・仏陀には「手足千輻輪（しゅそくせんぷくりん）相」（掌と足の裏にいろいろな模様があった）「手足指縵網相」（指の間に水かきがあった）

【仏像の種類は「手」で見分ける】

・32相80種好を見分けるには「手」。他の仏陀と混同しないように手の位置、指の曲げ方などで何仏かがすぐにわかるようになっている。（“印を結ぶ＝結印・印・印相・契印”）

・釈迦如来の右手の印は施無畏（せむいの）印左手の印は与願印

・釈迦出世当時における病者への接手、置手、按手、摩手、触手は文字通りの生きた「救いの手」だった。

⑤ 啄木の手､ロダンの手､ダヴィンチの手､その他の｢手｣について
・ユダヤ教には“神を拝するには手を洗い、足を洗って拝せ”という律法があると聞いている。
・日本神道では口をゆすぎ、手を洗い、白足袋をはく。汚い手や足では神に近づくことはできない。

・各民族は「手」に多大の注意をはらい、いろいろの「手ぶり」や「手あと」を残している。
⑥ 切手､指切り、手紙、印紙、印税、契印、手形、割印､母印､捺印等の起こり
・手は不思議な役割をしている。わたくしたちは「手」にもっと注意を払いさらに手の新しい開発を試み（「手あて療法」もその一つ）、今後の新しい世界、すなわち第三文明は、新しい「手」によって建設されなければならない。黒い手、汚れた手でなく、清浄な手、神からの内流を受容できる「手」、神への“架け橋”としての「手」、万能選手としての「手」、万古秘められた「手の謎」を解き、次代建設の大きなにない手としての「手」について、わたくしたちはもっと深い知識と理解を持たなければならない。
⑦ ｢手｣の科学

・指紋学、手相術、手学

・手には識別能力がある。

・「脳波を直接手に受けて治療に応用するのが私たちの「手あて療法」
・平竹辰氏―私はこの放電を「掌波」と命名し、私の治療の名前を「掌波治療法」と呼んでいる。

“人間の手ほど小筋肉が完全微妙に運動する動物は他に絶対これをみることはできぬ。また人間の手ほど、脳から発足した末梢神経が完全無数に分布せられている部分は、身体の何処にもこれをみることができぬ。この小筋肉の活動と、この無数の末梢神経のヴァイブレーションこそ、実に脳のエージェントである。”

“私はこの放電を「掌波」と命名し、私の治療の名前を「掌波治療法」と呼んでいる。”『手掌の生理と心理』

【解剖学的にみた「手」とは】

・手―手の背面の甲のこと

・掌（てのひら）―指の付け根までの手の内側
4)東西の｢手あて｣療法概観
① 海外における｢手あて｣療法≪1≫
・古代ギリシャの神文“合掌して按手すれば、万病癒ゆ”

・古代ローマ

・釈迦

・キリスト

・光明皇后―癩病患者を薬草風呂に入れ、みずから流してあげて治したという。

・ヨーロッパ諸国においては国王自身が患者に手を触れて病気を治す、ロイヤル・タッチなるものがあった。

・ダレート・レーキス―按手法によって諸病を治療し顕著な効を奏した。

・1777年―ドクトル・メスメル―動物磁気説、人体に具有する磁気を利用し、手をあてて諸病を治療する法を発見し、メスメリズムと名付けられた。

・1900年ごろ―アレキサンダー・ドウイー（米）“合掌は神に通ず”という諺を堅く信じ、イエスの前に合掌礼拝して、その手を病者の患部にあてて治療し、難病者を多数救った。

・エデイド夫人のエディーズム（クリスチャン・サイエンス）とその療法

・ディヴィン・サイエンスの手掌治療法

・ジョン・マレーの合掌触手法に属するパシアトリやパロパシー

・テイタス・ブル博士―合掌祈祷による按手療法―？
② 海外における｢手あて｣療法≪2≫
・H.P.ブラバッキー夫人―“人間というものは、自分を生かしているところの活力を他のものに与えることができる。人体から放射されるところの磁気というものは、人体の末端（手･足）（更には舌･口唇･言霊･吹息･唾液･眼光･耳輪･鼻端なども）から放射されるものが一番強烈である。その実証が手掌療法である”（クロイセット･ファン･ウーヘレン著『霊智医学と治病』）

・セオソフィー（霊智学）―人体磁気は人間関係においては、牽引的および反撥的感応（プラスおよびマイナス的感応）となって現れると説いている。

プラス的磁気は病気を治癒するばかりでなく、たがいの感情が融和するようにも感応すると説いている。⇔マイナスに働くこともある。

・放射された人体磁気が対者に受け入れられた場合は、病気治癒の感応が起こるだけでなく、両者の間に感情が融和するように感応するという説は、たんに「手あて」は病気をいやすだけでなく人間関係改善の上にも役立つことを立証するもので重要な発言だと思う。

・病人がどのような形態の手掌療法をうけるにもせよ、人体磁気が融合的に働く場合、その療法を施すことによって、どのような結果が生まれるかなどという意識を全く超越して按手しているその治療家から、無意識的に放射されるところの人体磁気が治療に作用するのであって、病人からみれば、他の如何なる療法をうけるより遥かに優れたる効果がある所以である。
磁力線は電気とは違ってガラス、ゴム、木材などの中をも貫いて作用するものであるから、磁気あるいは血液のヘモグロビンの中に貯えられるとも考えられる（クロイセット･ファン･ウーヘレン著『霊智医学と治病』）

・クライル博士―“あらゆる生物というものは構造的に、宇宙を循環するエネルギーを感受するようにできてきる。⇒プラナ説”“磁力線というものは人体に物理学的、化学的変化を生み出すものである”人間の怒り、嫉妬、憎悪…（マイナスのエネルギー）磁力線は、不断にわれわれのうちから放射される磁気的雰囲気の現われである。といって、磁力線は人間の感情までも支配するものだとしている。

・エドワード・ポトルスキー医学博士―“植物、鉱物また人間の肉体の細胞からミトゲン線（ライフ・レイ＝生命線）”と称せられるものが放射されており、そしてその植物、鉱物、人間の体からは霊気が“後光”となって放射されている“『医学は進む』

・肉体のそれぞれ違った部分からは、それぞれ違った型の“線”が放射されるものであることを発見した。これは理論よりも具体的な事実が証明している。現に世界救世教が作物の無肥料栽培を奨励し、手をかざして植物に霊力（磁力）放射を施し、ある程度の成果をおさめていることは周知のとおりである。

・出口王仁三郎―神苑の樹木を一本一本なでて木の生長を促進した
③ 海外における｢手あて｣療法≪3≫
・ハリー・エドワーズの心霊治療―患者は数万人。彼はつねに“心霊治療（霊医に患者の幽体をいやしてもらう治療法。人間は幽体と肉体との複合体。幽体に不調和を生じると病気になり、幽体の不調和を治せば肉体の不調和も治るという）家にとって、一番大切なことは、気の毒な患者を治してあげようという憐憫の情をもち、霊医（霊界における医者または治療霊団のこと）と波長を合わすようにと努力すること、霊医はどんな病気でも治してくれるという絶対の信頼をもって、いっさいを霊医にゆだねることである”

心霊治療には接触治療と遠隔治療とがあり、遠隔治療は地球上のどの場所から行われる場合もその効果に変わりがないという。『霊魂の世界』

1778年、アントン・メスメル―動物磁気と称する人体に満ちている宇宙生命（プラナ説と類似）の応用により、術者の接触や按手によって痛みを除き、無痛分娩や無痛手術を行ったり、その他種々無数の病人を治したが、医師会の強い反対によってパリを去らざるをえなかった。⇒その後、イギリスの各大学でとりあげられ、人間に潜在意識のあることや特別に霊能力をもった人のいることなどが明らかにされ、心理学、心霊学史上に大きな役割を果たすことができた。

④ 釈迦と｢手あて療法｣

・“王、仏の到るを見て、遥かに両手を挙げ、足を接して言く「唯願わくは如来よ、手を我が身に触れ、我をして安きを得しめよ」…仏今朝の裏より金色の臂（ひじ）を出す。掌は蓮華の如し、即ち手を以て父王の額上に著（つ）く”『国訳一切経　仏説浄飯王般涅槃経』

・出口王仁三郎―元来霊気は四肢の指先において最も多く放射するものである。特に足の指先が一番多く霊を放射するのであるから、釈迦が足を父の額につけて、まず一番に霊徳を頒たんとしたのである。満足、足る。円満具足という言葉に足の字がつくのはこの理由からくる。『玉鏡』
・重病者は生気（霊気）が枯渇しているから人肌を欲するものであり、いろいろな方法でこれを求めるものである。手をあて、撫で、擦るだけでも目にみえない生気、霊気が補足されるから満足感が湧き安心が得られるのである。

善神善霊は眉間から出入りするといわれるから「額上手あて」がこの際は一番合理的だと思う。この場合の「手あて」は病気治療（肉体救済）の意味よりも霊的救済（魂の安心）が主になっている。

・「手あて」の目的は肉体の病気治療のみが目的ではない、心の病、魂の浄化救済、ひいては世界救済が目的

・救いの対象は肉体人だけではない。精霊もその対象

・千手観音となって働かねばならぬ。

・神は宇宙の彼方から大きな手掌を拡げて万有に等しく「手あて」をし、宇宙エネルギーを等しく供給し絶えず万有をつくり、いかし、そだてつつある。私たちはその神の御手のもと仏の御手のもとに下請負をさせていただいているにすぎない。

・釈迦は至るところで接手・摩手・置手・触手・按手を行って多数難病者の心身を救済されたことが経典に記されている。仏典の阿含経や大智度論八巻に釈迦の接手療法、光照療法、慈念療法の記録がある。
⑤ キリストの｢手あて療法｣
・マタイ伝10章１節―キリストは自分だけでなく弟子たちにも病人に手あてによって病人を救う方法を教えて“もろもろの病、もろもろの疾患（わずらい）を医すことを得しめ給う”とあり、またつづいて、“往きて宣べつたえ「天国は近づけり」と言え、病めるものを医し、死にたるものを甦らせ、癩病をきよめ、悪魔を追い出せ、価なしに受けたれば価なしに与えよ”と激励し、伝道にこれを役立たせていることに注目したい。

⑥ 日本における｢手あて療法｣
・日本古典の神代巻に手撫槌（てなづちの）神、足撫槌神の記録

・修験者、祈祷師のなかに「手あて」とお経や祝詞

・田中守平―太霊道

・野口晴哉―輪気法

・古屋登世子―神癒法―クリスチャン的「手あて療法」

・山田信一―プラナ療法

・松本道別―人体放射能療法

・石井式生気療法

・吉田弘の手当療法

・世界救世教の浄霊法（遠隔手あて法）
・『霊魂の世界』－手紙による治療依頼に対して、毎晩２千人の会員が遠隔治療の祈念を送り、きわめて顕著な効果を挙げている。
・生長の家では『生命の実相』という本を読めばそれだけで病気が治ると言っている。
【大本教団と「手あて」思想】

・信仰と愛善（慈愛）の徳によって培われた霊衣、霊光、霊気はすべて身体の末端を通じて他に伝達または放射されるものであることが示されている。

・四肢の指頭を通じて、舌の先、唇、吹息、音声（言霊・言葉）、眼光、その他を通じて伝達される。ゆえに本来の「手あて療法」には「手あて」と同時に、吮う（すう）、なめる、吹く、言霊（慈言、愛語）、見守り（看護）等を伴うものである。元来家庭療法として普及発達せしむべき性質をもっている。大衆的にこれを行う場合、法律的にいろいろの制限を受けることが予想される。そこで世界救世教では直接患部に触れることなく、間隔をおいて患部に手をふりかざすだけであるが、それでも奇蹟的効果をみることが多いと聞いている。（浄霊）

・大本教団では「御手代」という杓子（しゃもじ）の形をしたもので神へのお取次ぎをして病をいやすという方法をとっている。
・出口翁より“病気はなんでも臍下三寸の所に原因があるから、そこにいつでも手をあてておけ”⇒自己治癒
・出口翁より徳の高い人の霊衣にふれ、霊衣に包まれると、ふんわりと真綿で包まれたような柔らかい温かいものを感じ、人の心の痛手や傷をいやすとともに、肉体の病気をもいやし、草木や作物をも育成する力があると書いている。
5)なぜ｢手あて｣が効くか
① ｢手あて｣の効くわけ―ドウイーズムでは神からくる、メスメルは動物磁気説、ヨガのプラナ説、松本道別の人体ラジュウム説、石井氏の人体生気説、太霊道の霊子説、マイスネル氏の指頭酵素説、西式の酵気説、出口翁の霊気説または人体電気説、野口晴哉氏の生命力説、西村大観の心王紫光説、…諸説あるが、人体内に本来備わっているある種の人体電気的は放射性エネルギーの作用によるものだと理解されているのである。
② マイスネル（マイスナー）氏小体と｢手あて療法｣
・1853年、ドイツの生理学者マイスネルがマイスネル氏小体を発見、発表
③ 大沢勝教授の｢手あて｣の科学的実験―経絡の研究

【第一実験｢足の裏｣】

【第二実験｢手のひら｣】―動揺現象

【第三実験｢紫外線の代わりに“手のひら”｣を】

【第四実験｢手からの放射｣を】―蛍光灯の紐のつまみを動かしたり夜光塗料を光らせた。玉ねぎの発芽促進

【第五実験｢手あての効果｣について】
・痛みに最も効果―五十肩、神経痛、喉の痛み、

6)｢手あて｣療法
① 定義―手あて療法とは、世界各地で見られる、単に手掌を当て、手掌より発するエネルギーと、手掌の温熱的刺激を利用して、自然良能を高めて、生体の変調を整え、疾病治癒に寄与する方法である。
② 歴史

③ 流派

④ 手技

イ｢手あて法｣－｢片手あて法｣と｢両手あて法｣

露出部は直接、その他は衣類を1～2枚

以下は「手あて法」と併用するとよいもの
ロ｢吹息法｣―火傷、創傷、凍傷、腫物、中耳炎、眼病等
ハ｢言霊法｣―音霊法（自然法と人工法）と暗示法「天津祝詞」

・言霊の幸はう国、言霊のたすくる国

・バイブルには“初めに言あり、言は神とともにあり、言は神なり”

・仏典にも「声仏事を成す」
二｢手掌圧法｣
ホ｢指頭圧法｣
へ｢振動法｣
ト｢撫下法｣
チ｢撫擦法｣
リ｢運動法｣－｢自力運動法｣｢他力運動法｣｢反抗運動法｣｢矯正法｣｢合掌正座と自己療法｣
ヌ「合掌正座と自己療法」

・合掌―天地、陰陽合体、神と人、霊界と現界、肉体と精神の一体和合の形、無念無想、10～20分間の静坐
⑤注意事項について

⑥｢手あて｣の目的と一般的効果

1.神経の機能を調節

2.組織細胞の活動を旺盛にし､血液循環をよくする｡

3.リンパ液の循環をよくする｡―栄養、生長、殺菌、抗毒
4.細胞及び組織に活力を与える｡

5.新陳代謝を盛んにし､代謝産物を除去する｡

6.胃腸の機能をたかめ､消化作用を助ける｡

7.身体内部の変調を整える｡

8.筋､腱の異常緊張を緩和する｡

9.打撲､捻挫､脱臼等の出血の吸収をすみやかならしめる｡

10.強直せる関節の運動不能をよくする｡

11.精神的興奮をしずめ､血圧､呼吸､脉搏(みやくはく)を安定させる｡

12.｢手あて療法｣は沈痛､消炎作用を助ける｡

13火傷､創傷などによる人体欠損部の再生を促進する｡

⑦ 実験的研究

⑧ 特徴―少しの無理もないきわめて自然な療法、副作用なし。連続してもクセにならない。どんな治療とも併用可能。いかなる病気にでも効く。全然効果がないということはめったにない。施術した当座よりも数時間たった方が効果がハッキリする。今日施術すると翌日の方が効果が大きく現われてくる。痛くも痒くもなく、気持ちがよい。施術中眠る人が多い。眠るような患者は必ず効果がある。手技、術式が簡単。
⑨ 適応症―神経痛、リウマチス、関節炎、扁桃腺炎、心臓諸病、胃腸疾患、便秘、痔疾、蓄膿症、中耳炎、気管支ゼンソク、肺炎、神経性心悸亢進症、バセドウ氏病、腰痛、脳貧血、脳軟化症、テンカン、脊髄カリエス、篇頭痛、ヒステリー、恐怖症疾患、神経衰弱小児消化器疾患、マラリア、歯痛、婦人病、肺気腫、乳房の疾患、交通事故後遺症（むち打ち症等）、火傷、創傷等。

不適応症

⑩ 禁忌症―各種伝染病、ポリオ、百日咳、性病、らい病、悪性腫瘍、血友病

禁忌部位―睾丸、陰茎、婦人の陰所、肛門、口腔、鼻腔等

⑪ ｢手あて｣療法の範囲
・丹波康頼－わが国最古の医典『医心方』－釈迦以前にすでにインドに按摩法があったことを伝えている。

・マタイ伝10章。12弟子に伝授して宣伝の方便としている

・仏典大智度論の八巻、九巻｡－触手法、摩手法

・今日の指圧、あん摩、マッサージ等もこのなかに入れて差し支えないが、根本的に異なる点は手からの霊気（生気、電気、プラナ、オーラ、酵気、ラジウム等）が出て、それが病気を治すのだという観点に立っているのに反して、後者の指圧、あん摩、マッサージ等は手による外部的な刺激、または操作によって、凝りや筋を揉み解したりして病気を治すという考え方であって、その治療観念はまったく異なっている。言霊信仰や手の神秘力に期待し、後者は手を一つの機械力として利用しているに過ぎないのである。

・手のもつ本能的な力（内面より発する霊力）を利用して指圧、あん摩、…を行うものがあるとするならば、その効果はまさに倍加するであろう。本著にいう広義の「手あて療法」に包含される指圧、あん摩、…というのはそういう意味のものである。外形は同じでも、内容的には格段の差である。
7)｢手あて療法｣者の資格と条件
① 術者としての資格養成

・みな有資格者

イ人は神の子

・本来各人のものであることをみずから自覚し、「神の子」としての人間性を回復することが術者としての資格をつくる第一条件である。

「長者窮子の譬え」－法華経のなかの人間性を教えた有名なたとえ話。自分の内部に物質をも消化して自分の肉体となしうる力、ばい菌をも食い殺す作用、毒物を排泄する作用、気管に入り込むご飯粒を自然に吐き出す作用、生体の再生作用、外界の物質をも自由自在に使役しうる偉大な生命力等々、無限な力を有しながら、しかもその偉大な内部生命力（自分自身に本来備わっている力）を知らず、迷いに迷うて乞食同様、あっちの医者、こちらの病院、あの薬、この薬、あの信仰、この神様などと、求めに求めてさまよい歩いている。

「人は神の子、神の宮」

自国の文化に目覚め、本来の日本精神に立ち還ることを自己の家に帰り「衣裏の宝珠」を発見したというのである。われわれ個人にあっては、自己内在の生命力の偉大さをさとり「人は神の子」であるという本来の人間性に立ち還ることを「長者の窮子」が家に帰り「衣裏の宝珠」を発見したというのである。

神がわれわれをこの世に降ろしたもうたときに、万一をおもんばかり人知れずこの「宝珠」をつけておいてくださったのである。

自ら「神の子」を宣言して立ち上がる勇気が勃然として出てくるのである。そこに術者としての資格と自覚がおのずから出てくる。もう昨日までのあなたではない。今日からは神の子としての新しい誕生となるのである。

ロ｢手あて能力｣開発法いろいろ

・「手あて能力」は先天的なものであって、誰でもすぐにでも行えるものである。

【西式､西医学の西勝造氏】－合掌の40分間行
【手のひら療法の江口俊博氏】－先達が手を触れる
【ヨガと導引療法の西沢道允氏】－左右の手掌と「同時に左右の足」を合わせ、さすり、摩擦する。50～100回

・左右の生体電気が発生する。この摩擦によって熱くなった手を人体の各所にあてて導引の手技を行うことを説いている。

【出口王仁三郎翁】－朝晩神さまに手を合わせている人たちの手掌は特別によく効く。「かむながらたまちはえませ」
【西村大観翁の触手療法】－術者を養成せんとするには、まず静かな一室をえらみ、一人でも十人でも同じ、室の中央に正座せしめ、合掌閉目させる。先達は二尺くらい離れて対座する。（多人数養成の場合は先達は六尺の間隔をおいて直立して行う）。2、3分無念無呼吸の調整を行い、やがて成句を音訓正しく読誦すべし、聖句は仏教徒じゃ観音経偈の一節、キリスト教徒ならマタイ伝の一節、神道者は天津祝詞を音訓正しく転読５,６回すべし。ピアノその他精神を統一せしむべき音楽もよい。30分位ずつ3,4日間行う。その間には必ず、霊と肉と合一して人格はまさに転換し来るなり。転換し、来たれば常識人格は神格、仏格と変化し諸疾患は大癒能力に療能せられ、また他人の病気をも治療し得るいわゆる術者としての資格を獲得するものなり。

ハ｢手あて能力｣自己開発法
あめの　みなか　ぬしのかみ（天之御中主神）
・病人がいなかったら健康者に行ってもよい。

・手あてを行えば行うほど霊癒力が引き出されて、「手あて能力」が強化されるのである。
二他力開発法

◎他力開発法

②病気の実体と癒能作用

③日々修養の気構え

④被術者(患者)の心得

1.医者や薬品で治る自信のある間は施術を受けぬがよい｡

2.本当に治したいという真心がなければ施術を受けても無駄である｡

3.信頼感をもって､素直な気持ちで｢手あて｣を受ける｡

4.周囲がすすめても本人が納得しない場合､また本人が希望しても家族に理解がない場合は､目にみえない霊的拒否反応があらわれ､効果を阻害されることがある｡できるだけ本人および周囲の理解が必要である｡

5.被術者(患者)は原則として術者の宅に行って｢手あて療法｣を受ける｡術者を自宅に迎える場合は一家が気持ちよく迎えることが必要である｡
⑤｢手あて法｣の変形
8)各種疾病｢手あて法｣
① 各種診断法

1.西洋医学者の診断法

2.漢方医家の診断法

3.理療家､物理療法家の診断法

4.易占家､心霊術家の診断法　　　　　の4種
② 施術上の諸注意

イ患者を受け付けたときは必ず｢カルテ｣を作製すること｡

住所､氏名､性別､生年月日､職業､遺伝､既往症､現在の症候(睡眠､食欲､便通､主訴､その他)､病名､食事関係､環境､検診等を書き入れ将来の参考に備えること｡
ロ施術のときは口をそそぎ､手を洗い､手掌を消毒する｡爪は短く切っておく｡
ハ伝染病の患者はあつかわない｡重症患者や急性熱性患者はさけた方がよい｡火傷や創傷などもよく効くが､医者に行ってもらう方がよい｡
二｢手あて療法｣は患部に軽く手をあてて聖句(祝詞､経典､バイブルなどの一節)を唱えるだけだから､きわめて無理のない自然な治療法である｡どんな病気にでも効果がある｡ただ病気によって速効性のものと､遅効性のものとがある｡また同じ病気でも個人差のあることも事実である｡
ホ患者をみたらすぐ､この患者は適応症か不適応症かを見きわめなければならない｡やっているうちに(約30人くらい)自然にわかるようになる｡不適応症とは全治の見込みの立たない人をいう｡半分治る人､７分通り治る人､２,３分しか治らない人等いろいろある｡全然効果がないということはまれである｡
へ頭部､顔面､手足等の如き露出部は患部に直接｢手あて｣するが､普段衣類でおおっているいわゆる被服部は衣類の上から｢手あて｣するのが常法である｡
ト重い病人は額部と鳩尾(みぞおち)にごく軽く｢手あて｣を行い､聖句を唱えず無言で施術する｡遠隔から行っても相当な効果をあげることができる｡
チ原因不明の病気､老衰などはたんに額部､頭部､胸部､腹部だけに軽く手をおいて施術し､効果をあげることができる｡
リ一人で幾つもの病気がある場合は､その一つだけを重点的に行い､他は２,３分ずつ軽く施術したらよい｡

ヌ病名のわからないものは､その異常個所(不快個所)に手あて｢手あて｣したらよい｡

ル.｢手あて｣の治療に要する時間には一定の制限はない｡普通は１回10～20分が適当(初心者は20～30分)

③対症療法概説.
④上部疾患対症療法

⑤中部疾患対症療法

⑥下部疾患対症療法

⑦各種一般対症療法
9)｢手あて療法｣の効果と治験例
①扁桃腺熱が即座にさがる

②医者で治らぬ腰痛が二回で治る

③高血圧と関節痛が一回で治った

④高熱が下がりいっぺんに食欲おう盛

⑤接骨医で治らぬ｢指の屈指｣が3回で治る

⑥入院中の失明患者が2回で治る

⑦難症の偏頭痛が2回で全快

⑧マラリア､心臓弁膜症1回で全治､脊椎カリエス､膝関節炎等も治る

⑨交通事故の後遺症が1回で治った

⑩ジフテリアが治る

⑪交通事故での前頭葉障害が治る

⑫恐怖症の中学生2回で全治

⑬神経痛が数回で全治

⑭腰痛が2回で全治

10)｢手あて療法｣は動・植物にも効く〔ほか〕
①なぜ動・植物に効くか
②動・植物｢手あて｣効果の実例

11)大衆療法としての｢手あて法｣

12)按摩・導引は｢手あて｣の一種

13)指圧､マッサージは｢手あて｣の現代版

14)医学史のあらまし

①原始医術の時代

②経験医術の時代

③魔法医術の時代

④記述医学の時代

⑤宗教的医学の時代

⑥科学としての医学時代

⑦近代医学の動向

⑧小括と今後の展望

15)魔法医学(シャーマン)について

①各民族間における魔法医学

②医学と毉と醫についての文献

16)自然医学の提唱

17)　健康と長寿

①自然順応の生活

②春夏秋冬による食物

③規則正しい生活

18)健康に必要な諸条件

①内的条件

②外的条件

③不内外因

④自然治癒能力に目ざめること

⑤病気とは癒能現象なり

⑥病気に感謝せよ

⑦食物こそほんとうの薬である

19)全宗教者よ！！｢手あて法｣武器とせよ

20)むすび

補追資料

